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一部又は全部委託

実施・運営
方法

　公共下水道は、原則自然流下により汚水を放流しているが、地形等の関係により強制
的に汚水を排除する施設であるため、施設の長時間にわたる使用不能はポンプ場より
上流域の下水道利用者の市民生活に重大な支障をきたすため、日常的にポンプ場の整
備点検等を実施した。
　事務従事職員は、ポンプ場及びマンホールポンプの日常設備点検を業務委託するた
めに、委託業務の設計書作成から設備点検状況の監督等を実施している。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

　桃花台中継ポンプ場より上流域の公共下水道利用者より排出された汚水をポンプアッ
プにより速やかに排除する。
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判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

　ポンプ場の適切な管理ができず、重大な不具合が発生した場合に、ポンプ場より上流
域の下水道利用者の排水を処理することができなくなり、桃花台地区の市民生活に重
大な支障をきたす。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
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今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

　担当の職員には、引き続き、専門的な知識を得るための研修に参加させる。また、施
設を管理するために必要な資格を修得させる。
　また、施設稼動後２０年以上経過し、各設備の主要部分の経年的な老朽化が進んで
いる状況で、事故の未然防止及び改築コスト等の最小化を図るため、「下水道長寿命化
支援制度」を活用し、長寿命化計画を策定していく。また、当該計画に基づき、計画的な
改築更新を行っていく。

  委託した専門業者による適正な維持管理が行われている。
　施設を維持管理していくため、保守等を業務委託している専門業者に対して適切な指
示が出せる職員を育成する必要がある。

日常定期点検実施日数

事業目的の
達成状況

　桃花台中継ポンプ場は、電気保安管理、電気設備保守点検、機械設備保守点検及び
汚泥処理について、全て専門業者に業務委託をしている。また、事務従事職員は、ポン
プ場及びマンホールポンプの日常設備点検を業務委託するために、委託業務の設計書
作成から設備点検状況の監督及び検査を実施している。それにより、施設の良好な維
持管理を行うことができた。
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